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研究協力のお願い
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研究内容説明書

陣施設研究用I

昭和大学横浜市北部病院では、 下記の臨床研究を行います。 研究目的や研究方法

は以下の通りです。 この掲示などによるお知らせの後、 臨床情報の研究使用を許可

しない旨のご連絡がない場合においては、 ご同意をいただいたものとして実施され

ます。 皆様方におかれましては研究の趣旨をご理解いただき、 本研究へのご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

この研究への 加を希望されない
a

^、 また、 研究に関するご 問は問い＾わせ

先へ電話等にてご連絡ください。

研究課題名：日本アフェレシスレジストリ

1.研究の対象
当院臨床試験審査委員会承詫後から～ 2029 年 12 月 31 日の間に当院で，アフェレシス治療（血漿交換療法， 

血球成分除去療法，血液吸着，持続腎代替療法，腹水濃縮再静注法）を行われた方。
2.研究目的・方法
アフェレシス治療とは、血中の病因物質を除去し、病態の改善につなげる治療法であり、慢性腎不全に 

対する血液透析以外の血液浄化療法のことを言います。アフェレシス治療には、単純血漿交換、二重濾
過血漿分離交換法、血漿吸着）、血液吸着療法、持続的腎代替療法や腹水濾過濃縮再静注法があります。 
現在、血漿交換療法の保険適応疾患は 24 疾患にも及びますが、わが国で現在どのようにアフェレシス療 

法がおこなわれているか、全国規模の調査は行われていないのが実情です。今回、日本アフェレシス学 
会では、疾患レジストリによりアフェレシス治療の現状について調査を行うことにしました。認定施設 
（全国 100 施設）および希望参加施設を対象として、 Web 登録システムによる調査を予定しています。従

来のアンケート形式の調査に比較して、確度の高い情報が得られ、将来のアフェレシス治療の進歩につ 
ながることが期待されます。

研究期間
昭和大学横浜市北部病院臨床試験審査委員会承認後、病院長の研究実施許可を得てから
2 0 2 9 年 1 2 月3 1 日まで
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